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高度な安全性を実現する「超洗浄」技術基盤研究 

 

プロジェクトの概要 

 多様な感染症が問題となっている昨今、使用済みの医療器具や、食品加工設備のように、

衛生状態を維持する必要のある器具、設備に対して、高度な洗浄、感染因子の不活化が求め

られている。食品残渣や体液などに含まれるタンパク質は、微生物の繁殖の原因になるだけ

でなく、それ自体が感染症の原因となることがある。例えば、牛海綿状脳症(BSE)やヒトク

ロイツフェルトヤコブ病（CJD）の原因となる異常プリオンタンパク質は、難分解性の感染

因子として不活化が困難であるため、高度な感染防除ガイドラインが定められているが、一

部の医療器具に対する完全な不活化は困難な状況である。 

本研究では、超好熱菌 Thermococcus kodakaraensis KOD1 から発見した耐熱性プロテア

ーゼ(Tk-サチライシン等)を酵素洗剤として用いるための実用化を見据えた橋渡し研究を

行う。 
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研究進捗 

・超好熱菌由来プロテアーゼ（Tk-SP）の生産（岡山理科大学・古賀） 

 微生物 A を宿主とした Tk-SP 生産系を構築し、培養機を用いた高密度培養法を使うこと

で、1000mg/L-培養液レベルでの酵素生産を可能とした。実際の生産現場の設備に合わせた

大容量での培養試験を行うことで、生産性の実証を行い、300L スケールでの生産可能性を

示した。 

・医療用洗浄剤組成の開発（共同研究先） 

 洗浄剤には多様な界面活性剤やキレート剤、pH 調整剤、賦形剤、安定化剤等多様な成分

が含まれる。これらの成分を組み合わせて、Tk-SP の活性を阻害せず、洗浄力も担保できる

洗浄剤組成を開発した。 

・Tk-SP を有効成分とする洗浄剤のプリオンの効果検証（岡山理科大学・作道） 

開発した洗浄剤（A, A-1, A-2, A-3, B, C）に Tk-SP を濃度を変えて添加し、異常プリオンタ

ンパク質を含むマウス脳ホモジネートを処理し、残存した異常プリオンタンパク質の指標

となる PrPres 量をウエスタンブロットによって比較を行った（下表）。その結果、24.4U の

Tk-SP を含む洗浄剤やアルカリで処理を行うことで、異常型プリオンタンパク質を分解で

きることが明らかとなった。 
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A (60min) A-1 (60min) A-2 (60min) A-3 (60min) A-3 (30min) A-3 (15min) B (60min) C (60min)

酵素活性 0U 0.5U 1.7U 24.4U 24.4U 24.4U 25U 0U

界面活性剤濃度 0.14% 0.14% 0.14% 0.14% 0.14% 0.14% 0% 0%

pH 8.5/9.2 8.5/9.2 8.5/9.2 8.5/9.2 8.5/9.2 8.5/9.2 9 14/11.5

アルカリ度
1.72%

/0.035%

1.72%

/0.035%

1.72%

/0.035%

1.72%

/0.035%

1.72%

/0.035%

1.72%

/0.035%
-

15.5%

/0.31%

PrPres量* (+++) (+++) (+++) (+) (++) (++) (+++++) (-)

*PrPres: proteinase K抵抗性プリオン蛋白質
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